
  

 
 
 
１ ねらい 

  家族で星の話を聞き、星座観測等をすることを通して、星について関心を高めたり、家族の

絆を強めたりする。 

２ 期日 

① 平成３０年 ５月２６日（土）～２７日（日）１泊２日 

② 平成３０年 ８月 ４日（土）～ ５日（日）１泊２日 

③ 平成３０年 １０月７日（土）～ ８日（日）１泊２日 

④ 平成３０年 １１月３日（土）～ ４日（日）１泊２日 

３ 対象 

  小学生を含む親子 

４ 参加人数／募集人数 

① ３８名（宿泊３３名、日帰り ５名）／４０名 

② ２８名（宿泊１９名、日帰り ９名）／４０名 

③ ３９名（宿泊２４名、日帰り１５名）／４０名 

④ ４３名（宿泊３７名、日帰り ６名）／４０名 

５ 講師・スタッフ 

  国立大学法人富山大学天文同好会 

６ 共催 

  国立立山青少年自然の家 

７ 日程 

 午 前 午 後 夜 

１日目 

 

 

16:30～ 受 付 

17:00～ 夕 食 

19:00～21:00 

プラネタリウムやＰＣによる宇宙

の話 

天体観測（60cm 大型望遠鏡） 

ゲームやクラフトなど 

２日目 朝食 自由散策 
  

８ 成果 

 ●今年度は全ての開催日で、実際の星を観察することができ、参加者の高評価につなげる

ことができた。 

 ●リピーターは、毎回３～４家族程度で、４回の開催の内の１回のみ参加の家族が多かっ

た。②を除く３回で定員４０名を超える応募があった。 

９ 今後の課題 

 ●本所は共催事業という立場であるが、内容について本所職員ともう少し詳しく打合せを

し、本所の職員も星の観察指導のノウハウを蓄積する必要がある。 

 ●応募者が多い場合は、２ローテーションにして４０名を超えても対応可能ではないか検

討する必要がある。 

ボランティア等との共催事業 

ほ し み る っ ！（富山大学天文同好会） 

 

 


